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宮
古
島
の
忠
導
氏
正
統
仲
宗
根
家
と
多
良
間
島
塩
川
の
忠
導
氏
支
流
富
盛
家
の
位
牌
か
ら
見
え
る 

八
世
狩
俣
首
里
大
屋
子
玄
易
と
宮
古
で
の
室
、
多
良
間
島
で
の
妻
に
つ
い
て 

 

金
城 

善
（
元
糸
満
市
立
中
央
図
書
館
長
） 

 は
じ
め
に 

 

多
良
間
村
教
育
委
員
会
で
は
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
度
か
ら
沖
縄
県

の
一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
、
「
多
良
間
村
自
然
文
化
継
承
事
業 

郷
土
資
料

整
理
活
用
業
務
」
を
実
施
し
て
い
る
。
当
該
事
業
は
「
多
良
間
村
ふ
る
さ
と
民

俗
学
習
館
所
蔵
資
料
の
整
理
、
修
復
・
保
存
及
び
電
子
化
作
業
・
現
代
語
作
業

を
行
い
、
村
内
外
に
発
信
・
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ふ
る
さ
と
民
俗
学
習

館
の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、
地
元
の
歴
史
を
知
る
学
習
の
場
・
島
外
の
人
々
に

対
し
て
、
多
良
間
村
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
多
良
間
の
歴
史
文
化
に
興
味

を
持
っ
た
方
々
が
多
く
訪
れ
る
場
所
と
な
る
こ
と
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
民
俗
学

習
館
内
に
お
い
て
現
代
語
訳
作
業
及
び
来
館
者
に
展
示
資
料
の
解
説
等
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
人
材
育
成
の
場
と
な
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
、
①
館
所
蔵
資
料

の
修
復
及
び
カ
ビ
臭
除
去
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
②
同
資
料
の
電
子
化
（
カ
ラ
ー
ス

キ
ャ
ニ
ン
グ

）
、

③
同
資
料
の
複
製
本
作
成
（
和
紙
出
力
・
和
綴
じ
製
本

）、

④
同
資
料
の
翻
刻
・
現
代
語
訳
作
業
を
実
施
し
て
い
る
。 

 

筆
者
は
、
戸
籍
や
宗
門
手
札
改
を
研
究
す
る
中
で
１

、
『
多
良
間
村
史 

第

二
巻 

資
料
篇
１ 

王
国
時
代
の
記
録
』
に
翻
刻
さ
れ
た
明
治
十
年
の
『
塩
川

村
丑
年
惣
頭
帳
』
や
同
二
十
一
年
の
『
仲
筋
村
子
年
惣
頭
帳
』
２

に
着
目
し
、

本
事
業
に
お
い
て
そ
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

事
業
一
年
目
の
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
七
月
七
日
に
は
、
土
地
整
理
後

の
明
治
三
十
五
年
時
点
の
所
有
者
の
番
地
と
氏
名
を
落
と
し
込
ん
だ
地
図
を
基 

                     

写
真
１ 

忠
導
氏
支
流
富
盛
家
の
御
霊
前
の
状
況 
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墓
に
、
文
化
財
保
護
委
員
の
方
々
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
字
仲
筋
を
巡

見
し
、
『
仲
筋
村
子
年
惣
頭
帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
々
と
居
住
地
域
の
小

地
名
の
特
定
に
努
め
た
。 

 

二
年
目
の
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
二
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
に
は
、

字
塩
川
を
巡
見
し
、
同
様
に
『
塩
川
村
丑
年
惣
頭
帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

人
々
と
居
住
地
域
の
小
地
名
の
特
定
に
努
め
た
。 

 

そ
の
巡
見
の
途
中
で
、
字
塩
川
一
〇
五
番
地
の
イ
ン
ネ
ー
ウ
ェ
ー
キ
ヤ
ー

（
西
の
お
や
け
屋
）
と
呼
ば
れ
る
富
盛
家
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

筆
者
は
位
牌
に
も
た
い
へ
ん
関
心
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
も
い
く
つ
か
の
調

査
報
告
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
３

、
当
主
の
富
盛
玄
三
氏
の
ご
協
力
を

得
て
、
古
い
先
祖
の
位
牌
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

写
真
１
に
見
る
よ
う
に
、
富
盛
家
の
御
霊
前
に
は
、
正
面
に
煤
け
た
古
そ
う

な
ガ
ー
ナ
ー
イ
ー
フ
ェ
ー
が
、
箱
状
の
入
れ
物
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

             

こ
れ
に
は
、
白
い
紙
が
貼
ら
れ
て
い
て
、
中
央
に
「
帰
元
狩
俣
筑
登
之
親
雲

上
霊
位

」、

そ
の
右
側
に
は
「
常
令

」、

左
側
に
は
「
タ
ケ
／
玄
正
／
ハ
ル
」

と
書
か
れ
て
い
る
。 

位
牌
自
体
に
は
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
は
、
確
認
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。 

 

そ
の
箱
状
の
右
側
に
は
、
木
製
の
厨
子
が
あ
り
、
こ
れ
は
今
ま
で
開
け
た
こ

と
が
な
い
の
で
、
何
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
手
を
合
わ
せ
、
恐
る
恐
る
開
け
て
み
た
ら
、
写
真
２
に
見
る
と
お
り
、

格
子
状
の
仕
切
り
の
奥
に
位
牌
ら
し
き
も
の
が
確
認
で
き
た
。 

 

ま
ず
は
そ
の
格
子
状
の
仕
切
り
を
取
り
出
し
、
次
い
で
奥
の
位
牌
を
取
り
出

し
て
状
態
を
確
認
し
た
の
が
、
写
真
３
で
あ
る
。 

 

そ
の
位
牌
に
は
、
表
に
四
人
の
戒
名
、
裏
に
一
人
の
死
去
年
月
日
が
刻
ま
れ

て
い
た
。
こ
れ
を
野
帳
に
メ
モ
し
、
『
多
良
間
村
史 

第
二
巻
』
に
収
録
さ
れ

た
『
忠
導
氏
系
図
家
譜
支
流
』
（
富
盛
家
）
４

と
照
合
し
て
見
る
と
、
一
人
の

戒
名
が
富
盛
家
初
代
の
狩
俣
筑
登
之
親
雲
上
玄
陳
の
号
「
実
運
快
盛
」
と
合
致 

           

写
真
２ 

厨
子
の
中
の
様
子
、
格
子
の
奥
に
位
牌
が
見
え
る 

写
真
３ 

富
盛
家
の
位
牌
（
表
）
四
人
の
戒
名
が
刻
ま
れ
て
い
る 
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し
た
。 

忠
導
氏
支
流
富
盛
家
と
そ
の
位
牌
に
つ
い
て
は
、
後
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。 

 

富
盛
家
に
は
、
御
霊
前
の
位
牌
と
は
別
に
、
床
の
間
に
も
御
霊
前
に
あ
る
厨 

           

                

子
と
同
じ
よ
う
な
厨
子
の
中
に
、
写
真
５
の
七
福
神
の
寿
老
人
の
石
像
が
あ
り
、 

そ
の
奥
に
も
う
一
つ
位
牌
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
石
像
と
位
牌
と
は
直
接
的
に

は
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

厨
子
の
奥
か
ら
位
牌
を
取
り
出
し
て
み
た
ら
、
写
真
６
の
よ
う
な
彩
色
が
施

さ
れ
た
き
れ
い
な
位
牌
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
後
で
述
べ
る
。 

 
本
稿
で
は
、
宮
古
島
の
忠
導
氏
正
統
仲
宗
根
家
と
多
良
間
島
塩
川
の
忠
導
氏

支
流
富
盛
家
の
位
牌
を
翻
刻
す
る
と
と
も
に
、
仲
宗
根
家
の
『
忠
導
氏
系
図
家

譜
正
統
』
や
富
盛
家
の
『
忠
導
氏
系
図
家
譜
支
流

』、

垣
花
家
の
『
浦
渡
氏
系

図
家
譜
正
統
』
か
ら
関
係
す
る
人
物
に
つ
い
て
抜
き
出
し
、
八
世
狩
俣
首
里
大

屋
子
玄
易
や
宮
古
で
の
室
、
多
良
間
島
で
の
妻
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
み
た
い
。 

写
真
４ 

富
盛
家
の
位
牌
（
裏
）
一
人
の
死
去
年
月
日
が
刻
ま
れ
て
い
る 

写
真
５ 

床
の
間
の
厨
子
の
中
の
石
像 

写
真
６ 

石
像
の
奥
に
あ
る
位
牌
（
右
表
・
左
裏
） 
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一 

忠
導
氏
正
統
仲
宗
根
家
の
大
位
牌
と
そ
の
家
族 

  
筆
者
は
、
か
つ
て
祥
雲
寺
の
岡
本
恵
昭
師
を
訪
ね
て
、
糸
満
市
字
糸
満
の
蓮

華
禅
院
と
の
関
係
を
伺
っ
た
と
き
に
、
目
の
前
に
あ
る
大
き
な
位
牌
を
写
真
に

撮
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
と
き
の
写
真
７
に
は
、
両
側
に
二
つ
の
位
牌
も

写
っ
て
い
た
。 

 

忠
導
氏
正
統
仲
宗
根
家
の
位
牌
は
、
大
き
な
位
牌
と
は
別
に
、
そ
の
後
の
二

つ
の
位
牌
が
あ
り
、
多
く
の
宝
物
と
と
も
に
、
現
在
は
宮
古
島
市
総
合
博
物
館

に
寄
贈
さ
れ
、
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

 

同
博
物
館
の
「
図
録 

第
一
集─
旧
家
資
料
編─

」
の
資
料
目
録
を
見
て
み

る
と
、
「
Ｈ
79

位
牌
」
「
Ｈ
80

位
牌
」
「
Ｈ
81

位
牌
」
の
資
料
名
で
管

理
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

「
Ｈ
79

位
牌
」
は
備
考
に
「
元
祖
か
ら
８
世
ま
で
」
と
附
記
さ
れ
て
い
る

の
で
、
あ
の
大
き
な
位
牌
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
同
図
録
の
「
３
．
参
考
資

料
」
に
「
③
忠
導
氏
正
統
大
外
間
「
位
牌
」
（
元
祖
～
八
世
ま
で

）」

と
し
て
、

写
真
８
の
大
き
な
位
牌
に
刻
ま
れ
た
戒
名
・
官
名
・
字
名
・
名
前
・
世
・
生
年 

・
卒
年
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
Ｈ
80

位
牌
」
は
、
「
④
忠
導
氏
正
統
大
外
間
「
位
牌
」
（
九
世
～
十
三

世
ま
で

）
」

と
あ
る
。 

 

「
Ｈ
81

位
牌
」
に
つ
い
て
は
、
特
に
何
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

本
稿
で
は
、
写
真
９
の
大
き
な
位
牌
の
裏
面
の
銘
文
に
「
本
孫
松
原
宗
相
信

士
、
立
大
位
牌
謹
奉
祭
祀
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
忠
導
氏
正
統
仲

宗
根
家
の
大
位
牌
」
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。 

 

「
忠
導
氏
正
統
仲
宗
根
家
の
大
位
牌
」
は
、
一
枚
の
板
に
元
祖
仲
宗
根
豊
見

親
玄
雅
と
室
の
大
阿
母
宇
津
免
嘉
を
中
心
に
、
右
側
に
八
名
の
男
性
と
左
側
に

八
名
の
女
性
の
戒
名
（
道
号
・
戒
名
・
位
号
）
が
、
左
右
に
一
段
ず
つ
下
げ
て 

                          

写
真
７ 

祥
雲
寺
で
預
か
っ
て
い
た
こ
ろ
の
忠
導
氏
仲
宗
根
家
の
位
牌 
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山
形
に
な
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
、
戒
名
の
下
に
は
官
名
と
字
（
あ
ざ
な
）
が
二

行
に
分
け
て
刻
銘
さ
れ
て
い
る
５

。
女
性
は
字
の
み
の
場
合
も
あ
る
。
左
に
翻

刻
を
示
す
。
下
段
に
系
図
家
譜
の
世
代
と
職
・
名
乗
・
卒
年
月
日
を
表
示
し
た
。 

正
面
の
上
部
に
は
、
火
炎
宝
珠
の
中
に
「
元
祖
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
、
そ
の

下
を
這
う
よ
う
に
瑞
雲
が
左
右
に
延
び
る
。
右
の
瑞
雲
に
「
歸

」、

左
の
瑞
雲

に
「
眞
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

「
元
祖
」
の
下
、
中
央
の
一
番
高
い
所
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
元
祖
の

仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
と
室
の
大
阿
母
宇
津
免
嘉
の
夫
婦
で
あ
る
。
玄
雅
の
戒
名 

                  

は
「
徳
巖
義
本
居
士
」
で
あ
る
。
官
名
と
し
て
「
中
宗
根
豊
見
也
」
と
あ
り
、

字
は
「
空
廣
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
室
の
宇
津
免
嘉
の
戒
名
は
「
浄
安
妙
心
禅

定
尼
」
で
、
官
名
は
「
豊
見
也
大
阿
母
」
で
、
字
は
「
宇
津
免
嘉
」
と
あ
る
。 

 
二
世
は
、
八
重
山
豊
見
親
玄
数
と
室
の
免
嘉
の
夫
婦
と
、
玄
雅
の
四
男
で
玄

数
の
弟
で
あ
る
平
良
親
雲
上
玄
屯
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

玄
数
の
戒
名
は
「
義
伯
宗
休
禅
定
門
」
で
あ
る
。
官
名
と
し
て
「
八
重
山
豊

見
也
」
と
あ
り
、
字
は
「
祭
金
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
室
の
免
嘉
の
戒
名
は

「
浄
信
祖
入
禅
定
尼
」
で
、
官
名
は
な
く
、
字
は
「
系
図
家
譜
」
に
は
免
嘉
と 

写
真
８ 

忠
導
氏
仲
宗
根
家
の
位
牌
（
表
）
宮
古
島
市
総
合
博
物
館
蔵 

写
真
９ 

忠
導
氏
仲
宗
根
家
の
位
牌
（
裏
）
宮
古
島
市
総
合
博
物
館
蔵 
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六
世
島
尻
首
里
大
屋
子
玄
恒
室
保
那
人

天
啓
七
年
卒
、
享
年
二
十
七

梅
窓
妙
香
禅
定
尼

字
保
名
人

七
世
平
良
親
雲
上
玄
淑
室
免
娥

康
熙
二
年
三
月
五
日
卒
、
享
年
四
十
三

花
心
淡
月
禅
定
尼

字
邊
計
眞
良

八
世
狩
俣
首
里
大
屋
子
玄
易
室
亀

雍
正
八
年
十
月
十
五
日
卒
、
享
年
五
十
二

南
林
妙
薫
禅
定
尼

字
嘉
免

官
名

狩
俣
大
首
里
大
屋
子

八
世
狩
俣
大
首
里
大
屋
子
玄
易

康
熙
三
十
八
年
行
方
不
明
、
享
年
五
十
二

潮
音
慧
海
禅
定
門

字

武
佐

官
名

平
良
大
首
里
大
屋
子

七
世
平
良
親
雲
上
玄
淑

康
熙
三
十
二
年
十
二
月
十
一
日
卒
、
寿
七
十
三

松
岩
宗
榮
禅
定
門

字

武
佐

官
名

島
尻
首
里
大
屋
子

六
世
島
尻
首
里
大
屋
子
玄
恒

順
治
四
年
十
月
十
五
日
卒
、
享
年
四
十
六

素
實
道
撲
信
男

字

馬
子
盛

官
名

新
里
與
人

五
世
新
里
与
人
玄
與

万
暦
四
十
五
年
卒
、
享
年
四
十
五

海
月
一
空
禅
定
門

字

空
廣

歸

官
名

平
良
大
首
里
大
屋
子

四
世
平
良
親
雲
上
玄
守

万
暦
五
年
卒
、
享
年
四
十
二

義
翁
宗
貞
信
男

字

武
佐

官
名

西
中
宗
根
與
人

三
世
西
仲
宗
根
与
人
玄
保

嘉
靖
十
九
年
卒
、
享
年
四
十
九

以
傳
道
授
禅
定
門

字

空
廣

八
重
山
豊
見
也
嫡
子

祭
金
二
弟

官
名

平
良
大
首
里
大
屋
子
義
本
居
士
四
男

二
世
平
良
親
雲
上
玄
屯

嘉
靖
年
間
卒

緑
渓
良
因
信
男

字

馬
子

官
名

八
重
山
豊
見
也

二
世
八
重
山
豊
見
親
玄
数

嘉
靖
年
間
卒

義
伯
宗
休
禅
定
門

字

祭
金

官
名

中
宗
根
豊
見
也

元
祖
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅

嘉
靖
年
間
卒

徳
巖
義
本
居
士

字

空
廣

元
祖

神
位

官
名

豊
見
也
大
阿
母

元
祖
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
室
大
安
母
宇
津
免
嘉

嘉
靖
年
間
卒

浄
安
妙
心
禅
定
尼

字

宇
津
免
嘉

二
世
八
重
山
豊
見
親
玄
数
室
免
嘉

嘉
靖
年
間
卒

浄
信
祖
入
禅
定
尼

字
邊
計
眞
良

「
系
図
家
譜
」
に
記
録
が
な
く
、
誰
の
位
牌
か
不
明

妙
雲
惟
霊
禅
定
尼

字

邊
計
眞
良

三
世
西
仲
宗
根
与
人
玄
保
室
辺
計
真
良

嘉
靖
二
十
六
年
卒
、
享
年
五
十
四

高
臺
智
鏡
禅
定
尼

字

邊
計
眞
良

官
名
外
間
大
阿
母

四
世
平
良
親
雲
上
玄
守
室
大
安
母
保
那
人
盛

万
暦
四
十
四
年
卒
、
寿
七
十
三

妙
定
元
修
信
女

字

保
那
人
盛

眞

五
世
新
里
与
人
玄
與
室
保
那
利

万
暦
四
十
一
年
卒
、
享
年
三
十
八

光
誉
妙
清
禅
定
尼

字
保
名
利
免
嘉
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あ
る
が
「
邊
計
眞
良
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

も
う
一
人
の
二
世
平
良
親
雲
上
玄
屯
の
戒
名
は
、
「
緑
渓
良
因
信
男
」
で
あ

る
。
官
名
と
し
て
「
平
良
大
首
里
大
屋
子
」
で
、
「

」
と
あ
り
、

元
祖
玄
雅
の
四
男
で
、
二
世
玄
数
の
弟
で
あ
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
字
は

「
馬
子
」
と
あ
る
。 

 

玄
屯
の
室
は
「
系
図
家
譜
」
に
は
紀
録
が
な
い
。
玄
屯
に
対
応
す
る
形
で
記

さ
れ
た
女
性
は
、
字
が
「
邊
計
眞
良
」
で
、
戒
名
が
「
妙
雲
惟
霊
禅
定
尼
」
と

刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。 

 

三
世
は
、
西
仲
宗
根
与
人
玄
保
と
室
の
辺
計
真
良
の
夫
婦
で
あ
る
。
玄
保
の

戒
名
は
「
以
傳
道
授
禅
定
門
」
で
あ
る
。
官
名
と
し
て
「
西
中
宗
根
與
人
」
と

あ
り
、
字
は
「
空
廣
」
で
、
「
八
重
山
豊
見
也
嫡
子
」
と
記
さ
れ
、
二
世
玄
数

の
長
男
で
あ
る
こ
と
も
記
載
し
て
い
る
。
室
の
辺
計
真
良
の
戒
名
は
「
高
臺
智

鏡
禅
定
尼
」
で
、
官
名
は
な
く
、
字
は
「
邊
計
眞
良
」
と
あ
る
。 

 

四
世
は
、
平
良
親
雲
上
玄
守
と
室
の
保
那
人
盛
の
夫
婦
で
あ
る
。
玄
守
の
戒

名
は
「
義
翁
宗
貞
信
男
」
で
あ
る
。
官
名
と
し
て
「
平
良
大
首
里
大
屋
子
」
と

あ
り
、
字
は
「
武
佐
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
家
譜
系
図
」
に
は
「
馬
之
子
」

と
あ
る
。
室
の
保
那
人
盛
の
戒
名
は
「
妙
定
元
修
信
女
」
で
、
官
名
は
「
外
間

大
阿
母
」
で
、
字
は
「
保
那
人
盛
」
と
あ
る
。 

 

五
世
は
、
新
里
与
人
玄
與
と
室
の
保
那
利
の
夫
婦
で
あ
る
。
玄
與
の
戒
名
は

「
海
月
一
空
禅
定
門
」
で
あ
る
。
官
名
と
し
て
「
新
里
與
人
」
と
あ
り
、
字
は

「
空
廣
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
室
の
保
那
利
の
戒
名
は
「
光
誉
妙
清
禅
定
尼
」

で
、
官
名
は
な
く
、
字
は
「
保
名
利
免
嘉
」
と
あ
り
、
保
那
利
に
免
嘉
が
付
い

て
い
る
。 

 

六
世
島
尻
首
里
大
屋
子
玄
恒
と
室
の
保
那
人
の
夫
婦
で
あ
る
。
玄
恒
の
戒
名

は
「
素
實
道
撲
信
男
」
で
あ
る
。
官
名
と
し
て
「
島
尻
首
里
大
屋
子
」
と
あ
り
、

字
は
「
馬
子
盛
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
「
家
譜
系
図
」
に
は
「
馬
之
子
」
と
あ

る
。
室
の
保
那
人
の
戒
名
は
「
梅
窓
妙
香
禅
定
尼
」
で
、
官
名
は
な
く
、
字
は

「
保
名
人
」
と
あ
る
。 

 

七
世
は
、
平
良
親
雲
上
玄
淑
と
室
の
免
娥
の
夫
婦
で
あ
る
。
玄
淑
の
戒
名
は

「
松
岩
宗
榮
禅
定
門
」
で
あ
る
。
官
名
と
し
て
「
平
良
大
首
里
大
屋
子
」
と
あ

り
、
字
は
「
武
佐
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
室
の
免
娥
の
戒
名
は
「
花
心
淡
月
禅

定
尼
」
で
、
官
名
は
な
く
、
字
は
「
邊
計
眞
良
」
と
あ
る
が
「
家
譜
系
図
」
に

は
「
免
娥
」
と
あ
る
。 

 

八
世
は
、
狩
俣
大
首
里
大
屋
子
玄
易
と
室
の
亀
の
夫
婦
で
あ
る
。
玄
易
の
戒

名
は
「
潮
音
慧
海
禅
定
門
」
で
あ
る
。
官
名
と
し
て
「
狩
俣
大
首
里
大
屋
子
」

と
あ
り
、
字
は
「
武
佐
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
室
の
亀
の
「
系
図
家
譜
」
で
の

戒
名
は
「
良
珍
」
で
あ
る
が
、
「
南
林
妙
薫
禅
定
尼
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

官
名
は
な
く
、
字
は
「
嘉
免
」
と
あ
る
。 

 

下
部
に
は
沈
金
と
朱
・
緑
の
漆
絵
で
蓮
華
文
が
描
か
れ
、
そ
の
花
の
上
に

「
神
位
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

位
牌
の
裏
面
に
は
、
一
七
一
五
（
康
熙
五
十
四
）
年
仲
春
に
、
龍
宝
山
祥
雲

寺
の
得
随
長
老
が
誌
し
た
銘
が
、
句
読
点
な
し
で
連
続
し
て
刻
ま
れ
て
い
る
６

が
、
こ
こ
で
は
、
理
解
し
や
す
く
句
読
点
で
区
切
り
、
後
半
の
七
言
絶
句
は
七

文
字
で
揃
え
た
。 

  
 

松
原
宗
相
信
士
、
一
日
過
我
山
中
見
訪
従
容
謂
云
。 

 
 

我
崇
祖
豊
見
也
、
曁
子
孫
有
虧
法
名
道
号
者
。 

 
 

願
為
之
安
名
、
余
不
獲
固
辞
、
報
染
豪
書
之
。 

 
 

況
豊
見
公
有
忠
烈
、
嘗
航
海
為
中
山
府
君
見
寵
愛
。 

 
 

恩
栄
殊
渥
、
以
故
号
徳
巖
居
士
。
積
善
第
一
家
也
。 

 
 

蓋
賦
俚
言
三
章
用
羡
。 

 
 

之
綱
故
者
別
有
家
譜
、
又
有
後
人
傳
載
口
碑
爰
不
贅
矣
。 

祭
金
二
弟

義
本
居
士
四
男
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詩
云
、 

 
 

蓋
世
功
名
誰
不
知 

 
 

況
将
忠
節
進
丹
墀ち 

 
 

威
言
勇
力
過
人
處 

 
 

掃
蓋
千
軍
寧
見
危 

 

其
二 

 
 

乗
槎
破
浪
入
琉
球 

 
 

一
片
丹
衷
曾
未
休 

 
 

貢
物
累
年
従
此
始 

 
 

奉
君
之
意
重
林
丘 

 

其
三 

 
 

巖
□
劫
石
了
無
磨 

 
 

鐵
石
身
心
趣
転
多 

 
 

 

二
百
餘
春
骨
未
汚 

 
 

孤
墳
普
得
鎮
山
河 

 

大
清
康
熙
五
十
四
年
乙
未
仲
春 

 
 

現
住
龍
寶
山
祥
雲
禅
寺 

 
 

 

沙
門
慧
心
得
髄
、
盥
沐
誌
焉 

 
 

 
 

末
孫
松
原
宗
相
信
士
立
大
位
牌
謹
奉
祭
祀 

［『

宮
古
島
市
総
合
博
物
館
図
録 

第
一
集─

旧
家
資
料
編─

』
四
五
頁
］ 

 

 

こ
の
裏
面
の
銘
文
を
読
み
下
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

松
原
宗
相
信
士
、
一ひ

と

日ひ

（
先
日
）
我
が
山
中
を
過
ぎ
て
訪
ね
ら
れ
、
従

し
よ
う

容よ
う

（
ゆ
っ
た
り
）
と
し
て
謂い

ふ
云
。 

 

我
、
祖
豊
見
を
崇
ぶ
や
、
子
孫
に
法
名
・
道
号
を
虧か

く
者
有
る
に
曁お

よ

ぶ
。 

 

願
わ
く
は
、
之
が
為
に
安
名
せ
ん
と
。 

 

余
、
固
持
す
る
を
獲え

ず
、
染
み
に
報
い
て
、
豪ご

う

ひ
て
之
を
書
す
。 

 

況
や
豊
見
公
忠
烈
あ
り
。
嘗
て
中
山
公
の
た
め
に
航
海
し
て
寵
愛
さ
る
。 

 

恩
栄
殊
に
渥あ

つ

く
、
故
を
以
て
徳
厳
居
士
と
号
す
。
積
善
第
一
の
家
な
り
。 

 

蓋
し
、
俚
言
三
章
を
賦ふ

し
て
用
い
て
、
之
を
羨

し
た

ふ
。 

 

故
を
綱つ

な

ぐ
者
は
、
別
に
家
譜
あ
り
。 

 

ま
た
後
人
の
伝
あ
り
て
口
碑
に
載
る
も
、
爰こ

こ

に
贅つ

づ

ら
ず
。 

 

詩
に
云
ふ 

 
 

世
を
蓋お

お

ふ
功
名 

誰
か
知
ら
ざ
ら
ん 

 
 

況
や
忠
節
を
将
て
丹た

ん

墀ち

に
進
む 

 
 

威
言
勇
力
は
人
に
過
ぐ
る
処 

 
 

千
軍
を
掃そ

う

蓋が
い

し
て
見
危
を
寧や

す

ん
ず 

 

其
の
二 

 
 

槎
に
乗
り
浪
を
破
り
て
琉
球
に
入
り 

 
 

一
片
の
丹た

ん

衷
ち
ゆ
う

 

嘗
て
未
だ
休
ま
ず 

 
 

貢
物
累
年 

此
よ
り
始
ま
り 

 
 

君
の
意
を
奉
じ
て
林
丘
を
重
ぬ 

 

其
の
三 

 
 

厳
□
劫
石 

了
と
し
て
磨こ

す
る
な
く 

 
 

鉄
石
の
身
心 

趣
転
多
し 

 
 

二
百
余
の
春
に
も
骨
未
だ
汚
れ
ず 

 
 

孤
墳
普
く
山
河
を
鎮
む
る
を
得 

 
大
清
康
熙
五
十
四
年
乙
未
仲
春 

現
住
龍
宝
山
祥
雲
禅
寺 

 
 

沙し
や

門も
ん

慧け
い

心し
ん

得と
く

髄ず
い

、
盥か

ん

沐も
く

し
て
誌
す
焉
。 

 
 
 

末
孫
松
原
宗
相
信
士 

大
位
牌
を
立
て
謹
ん
で
祭
祀
を
奉
る
。 

  

こ
の
裏
の
銘
文
を
解
説
し
て
み
る
。 

あ
ん
み
よ
う

た
つ
と
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こ
れ
を
誌
し
た
の
は
、
宮
古
島
の
龍
宝
山
祥
雲
禅
寺
の
住
職
の
沙
門
慧
心
得

髄
長
老
で
あ
る
。
『
宮
古
島
在
番
記
』
に
よ
れ
ば
、
得
髄
長
老
は
康
熙
五
十
一

（
一
七
一
二
）
年
壬
辰
年
か
ら
同
五
十
五
（
一
七
一
六
）
年
丙
申
ま
で
の
住
持

で
、
病
気
に
よ
り
翌
五
十
六
年
丁
酉
に
帰
国
し
た
と
あ
る
。 

 

こ
の
得
髄
長
老
の
と
こ
ろ
に
、
あ
る
日
松
原
宗
相
信
士
（
九
世
松
原
首
里
大

屋
子
玄
邑
）
が
訪
ね
て
来
て
、
ゆ
っ
た
り
と
言
う
に
は
、
私
は
始
祖
で
あ
る
仲

宗
根
豊
見
親
を
崇あ

が

め
て
い
る
が
、
そ
の
子
孫
に
は
法
名
や
道
号
が
な
い
者
が
い

る
の
で
、
禅
宗
の
法
に
基
づ
い
て
、
新
た
な
得
度
受
戒
を
し
て
、
法
名
・
道
号

を
付
与
し
て
ほ
し
い
と
願
い
出
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
得
髄
長
老
は
固
辞
し
た
が
、
馴
染
み
と
い
う
こ
と
で
、
少
し

書
く
こ
と
に
し
た
。 

 

豊
見
親
は
き
わ
め
て
忠
義
心
が
厚
く
、
か
つ
て
海
を
渡
っ
て
中
山
王
に
奉
公

し
、
そ
し
て
寵
愛
さ
れ
た
。
そ
の
恩
栄
は
特
に
手
厚
く
、
そ
れ
ゆ
え
「
徳
厳
居

士
」
と
号
し
た
。
善
を
積
む
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。 

 

け
だ
し
、
俚
諺
三
章
か
ら
後
の
銘
文
は
、
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
の
長
男
の
金

盛
豊
見
親
の
話
で
あ
ろ
う
か
。
忠
導
氏
の
本
宗
を
継
が
ず
、
西
外
間
に
分
家
さ

せ
ら
れ
、
小
祖
と
し
て
別
家
譜
を
編
集
し
、
こ
こ
に
は
祀
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。 

 

三
編
の
七
言
絶
句
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
大
位
牌
は
、
八
世
狩
俣
首
里
大
屋
子
玄
易
が
一
六
九
九
（
康
熙
三
十
八
）

年
に
死
去
し
て
か
ら
一
六
年
後
の
一
七
一
五
（
康
熙
五
十
四
）
年
に
、
玄
易
の

嫡
子
で
あ
る
九
世
玄
邑
が
、
松
原
首
里
大
屋
子
の
と
き
に
建
立
し
、
謹
ん
で
祭

祀
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』
や
仲
宗
根
家
（
大
外
間
）
の
位
牌
に
は
、
玄
邑

の
号
は
「
呑
海
道
鯨
（
居
士

）
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
「
宗
相
信
士
」
と
見

え
る
７

。 

 

こ
の
よ
う
に
『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』
に
記
さ
れ
た
字
と
位
牌
に
刻
ま
れ

た
字
が
、
異
な
っ
て
い
る
の
が
多
い
。
ま
た
、
家
譜
に
は
記
載
が
な
い
が
、
位

牌
に
は
刻
ま
れ
て
い
る
者
が
い
る
。 

 

位
牌
を
建
立
し
た
の
が
一
七
一
五
（
康
熙
五
十
四
）
年
で
、
『
忠
導
氏
系
図

家
譜
正
統
』
の
成
立
は
、
玄
邑
の
嫡
子
狩
俣
親
雲
上
玄
賢
の
序
文
に
よ
れ
ば
、

一
七
五
七
（
乾
隆
二
十
二
）
年
丁
丑
十
月
吉
日
で
あ
る
。
四
二
年
後
に
成
立
し

た
家
譜
の
記
載
は
、
位
牌
の
銘
な
ど
を
基
に
記
載
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ

と
異
な
る
の
は
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。 

 

こ
の
位
牌
を
建
立
し
た
と
き
は
、
八
世
玄
易
の
室
の
亀
は
健
在
で
あ
り
、
左

端
は
亀
の
戒
名
や
字
が
刻
銘
で
き
る
よ
う
に
開
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
位
牌
を
建
立
さ
れ
て
か
ら
一
六
年
後
の
雍
正
八
（
一
七
三
〇
）
年
に
亀
が

死
去
し
た
の
で
、
戒
名
と
字
を
追
加
し
て
刻
銘
し
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
こ
の

部
分
だ
け
字
の
雰
囲
気
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 二 

忠
導
氏
支
流
富
盛
家
の
家
族 

 

 

多
良
間
島
忠
導
氏
支
流
富
盛
家
は
、
宮
古
島
忠
導
氏
正
統
仲
宗
根
家
（
大
外

間
）
の
八
世
洲
鎌
与
人
玄
易
が
、
多
良
間
島
詰
役
の
時
、
旅
妻
で
あ
る
多
良
間

島
の
浦
渡
氏
洲
鎌
目
差
常
□
の
女
子
免
加
と
の
間
に
、
一
六
七
七
（
康
熙
十
六
）

年
丁
巳
二
月
十
六
日
に
出
生
し
た
男
子
坊
坐
を
初
代
と
す
る
家
で
あ
る
８

。 

 

免
加
（
免
嘉
）
は
、
『
浦
渡
氏
系
図
家
譜
正
統
』
（
垣
花
家
）
に
は
、
四
世

塩
川
目
差
常
守
の
長
女
で
、
一
六
五
三
（
順
治
十
）
年
九
月
六
日
生
と
記
さ
れ

て
い
る
９

。 

 

玄
易
は
、
一
六
八
八
（
康
熙
二
十
七
）
年
戊
辰
八
月
八
日
に
は
狩
俣
首
里
大

屋
子
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

坊
坐
は
、
一
六
九
二
（
康
熙
三
十
一
）
年
壬
申
四
月
十
八
日
に
は
十
五
歳
と

あ
ざ
な

（
守

）
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な
っ
て
片
髪
を
結
っ
て
い
る
。
特
に
根
拠
と
な
る
資
料
は
な
い
が
、
そ
の
と
き

の
烏
帽
子
親
に
、
狩
俣
首
里
大
屋
子
玄
易
が
な
っ
て
、
狩
俣
仁
也
と
名
乗
ら
せ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
一
七
二
六
（
雍
正
四
）
年
丙
午
に
筑
登

之
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
狩
俣
筑
登
之
と
な
り
、
一
七
四
三
（
乾
隆
八
）
年
十
月
二

十
四
日
に
黄
八
巻
を
賜
り
、
狩
俣
筑
登
之
親
雲
上
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
四
年
後
の
一
七
四
七
（
乾
隆
十
二
）
年
丁
卯
六
月
二
十
九
日
に
は
、

寿
七
十
一
で
死
去
し
て
い
る
。
号
は
「
實
運
快
盛
」
で
あ
る
。 

 

同
家
の
家
譜
に
は
室
や
妻
の
記
載
は
な
い
が
、
子
ど
も
の
父
母
の
欄
か
ら
室

や
妻
の
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

玄
陳
の
父
の
欄
に
「
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
九
代
外
間
長
子
狩
俣
首
里
大
屋
子

玄
易
」
と
あ
る
が
、
生
年
月
日
や
死
去
年
月
日
、
号
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
10

。 

 

同
母
の
欄
に
は
「
浦
渡
氏
塩
川
目
差
常
□
女
免
加
、
順
治
十
年
癸
巳
九
月
六

日
生
、
雍
正
八
年
庚
戌
三
月
六
日
去
、
寿
七
十
八
、
号
梅
實
妙
浄
」
と
あ
り
、

位
牌
の
右
か
ら
三
番
目
の
戒
名
「
梅
實
妙
浄
」
が
、
玄
陳
の
母
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
11

。 

 

玄
陳
の
妻
は
狩
俣
仁
也
玄
往
の
母
の
欄
に
「
浦
渡
氏
赤
頭
仲
筋
仁
也
常
□
女

屋
真
、
康
熙
二
十
年
辛
酉
八
月
十
日
生
、
乾
隆
二
十
五
年
庚
辰
八
月
十
四
日
去
」

と
あ
る
が
、
号
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
12

。 

 

玄
陳
の
母
免
加
と
妻
屋
真
は
、
い
ず
れ
も
浦
渡
氏
で
あ
る
の
で
、
『
浦
渡
氏

系
図
家
譜
正
統
』
（
垣
花
家
）
を
検
索
し
て
み
る
と
、
免
加
と
屋
真
は
姑
と
嫁

の
関
係
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
前
か
ら
伯
母
と
姪
の
関
係
で
も
あ
っ
た
13

。 

 

つ
ま
り
、
浦
渡
氏
四
世
塩
川
目
差
常
守
の
長
女
が
、
玄
易
の
多
良
間
島
で
の

現
地
妻
（
妾
）
で
、
常
守
の
長
男
赤
頭
仲
筋
仁
也
常
為
の
長
女
が
、
玄
陳
の
妻

屋
真
で
あ
る
。
い
え
ば
、
免
加
は
息
子
玄
陳
に
姪
の
屋
真
を
引
き
合
わ
せ
た
の

で
あ
る
。 

 

玄
易
は
、
玄
陳
が
生
ま
れ
る
前
に
多
良
間
島
を
去
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

屋
真
は
実
家
で
玄
陳
を
生
ん
で
育
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
玄
陳
（
康
熙
十
六

年
生
）
と
弟
常
為
の
長
女
屋
真
（
同
二
十
年
）
と
は
、
四
歳
違
い
の
従
兄
妹
で

は
あ
る
が
、
兄
妹
の
よ
う
に
育
て
ら
れ
た
と
思
う
。 

 

玄
陳
と
妻
屋
真
と
の
間
に
は
女
子
が
二
人
だ
け
で
、
長
女
辺
計
の
系
図
の
説

明
に
「
忠
導
氏
狩
俣
仁
也
玄
往
妻
、
母
浦
渡
氏
赤
頭
仲
筋
仁
也
常
□
女
屋
真
、

康
熙
五
十
年
辛
卯
五
月
十
五
日
生
」
と
あ
る
14

。
父
玄
陳
が
三
十
四
歳
で
母
屋

真
が
三
十
歳
の
と
き
の
子
で
あ
る
。
次
女
嘉
那
の
説
明
に
は
「
白
川
氏
川
満
仁

也
恵
□
妻
、
母
同
姉
辺
計
、
康
熙
五
十
四
年
乙
未
三
月
五
日
生
」
と
あ
る
。
父

が
三
十
八
歳
で
、
母
が
三
十
四
歳
で
あ
る
。
若
い
頃
に
は
死
産
と
流
産
を
繰
り

返
し
た
の
か
、
高
齢
で
女
子
二
人
を
元
気
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
男
子

に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

長
女
辺
計
の
夫
で
あ
る
九
世
狩
俣
仁
也
玄
往
の
紀
録
に
は
、
父
母
の
外
に
実

父
と
実
母
の
記
載
が
あ
る
15

。
実
父
は
向
裔
氏
多
良
間
仁
也
朝
□
で
、
実
母
は

仲
筋
村
百
姓
仲
筋
の
女
松
と
あ
る
。
玄
往
は
、
一
七
一
三
（
康
熙
五
十
三
）
年

八
月
十
五
日
の
生
ま
れ
で
、
童
名
を
多
真
と
い
っ
た
。 

 

『
向
裔
氏
系
図
家
譜
支
流
』
（
下
地
家
）
に
よ
れ
ば
、
父
の
多
良
間
仁
也
朝

首
は
、
塩
川
村
嶺
間
の
系
祖
で
あ
り
、
系
図
の
五
代
玄
往
の
説
明
に
「
狩
俣
仁

也
、
忠
導
氏
狩
俣
筑
登
之
親
雲
上
玄
陳
、
依
無
継
子
、
任
訟
為
猶
子
」
と
あ
り
、

玄
陳
の
猶
子
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
多
真
は
片
髪
を
結
っ
て
狩
俣

仁
也
玄
往
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
16

。 

 

玄
往
と
辺
計
の
間
に
は
、
長
男
玄
俗
、
次
男
玄
為
、
三
男
玄
合
、
四
男
玄
扶

の
男
子
四
人
が
い
た
。 

 

玄
陳
が
一
七
四
七
（
乾
隆
十
二
）
年
に
死
去
し
た
後
、
長
男
玄
俗
は
仲
筋
村

百
姓
塩
川
女
多
真
兼
を
妻
に
迎
え
、
一
七
五
一
（
乾
隆
十
六
）
年
に
は
長
男
坊

坐
が
生
ま
れ
、
祖
母
屋
真
を
筆
頭
に
、
長
女
辺
計
と
婿
の
玄
往
、
孫
四
人
と
ひ

孫
一
人
の
八
人
で
暮
ら
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

（
為

）

（
十
五

）

（
為

）

（
首

）

（
守

）
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と
こ
ろ
が
、
一
七
五
五
（
乾
隆
二
十
）
年
に
は
突
然
、
辺
計
が
三
月
二
十
六

日
に
享
年
四
十
五
で
死
去
、
玄
往
が
二
日
後
の
二
十
八
に
享
年
四
十
二
で
死
去
、

長
男
の
玄
俗
が
そ
の
二
日
後
の
三
十
日
に
享
年
二
十
四
、
四
月
十
日
に
は
そ
の

妻
の
多
真
兼
が
享
年
二
十
七
で
、
同
日
四
男
の
玄
扶
が
享
年
十
二
で
死
去
し
、

三
男
の
玄
合
が
五
月
十
八
日
に
享
年
十
四
で
死
去
し
て
い
る
。
僅
か
五
十
日
余

で
六
人
が
死
去
し
て
い
る
。
玄
為
の
死
去
年
月
日
は
不
詳
で
あ
る
。
『
球
陽
』

な
ど
に
は
、
こ
の
年
の
気
象
異
常
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、
家
族
が
バ
タ

バ
タ
と
死
ん
で
い
っ
た
状
況
か
ら
、
飢
饉
な
ど
の
異
常
な
状
態
が
発
生
し
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

残
さ
れ
た
の
は
、
七
十
五
歳
に
な
っ
た
屋
真
と
五
歳
の
ひ
孫
の
坊
坐
の
二
人

だ
け
で
あ
っ
た
。
坊
坐
は
、
翌
二
十
一
年
十
二
月
二
十
一
日
に
は
数
え
六
歳
で

片
髪
を
結
い
、
狩
俣
仁
屋
玄
当
の
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

も
束
の
間
、
曾
祖
母
屋
真
が
一
七
六
〇
（
乾
隆
二
十
五
）
年
八
月
十
四
日
に
寿

八
十
で
死
去
し
、
こ
の
家
に
は
数
え
十
歳
の
玄
当
だ
け
が
残
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

 三 

忠
導
氏
支
流
富
盛
家
の
位
牌 

 

 

そ
れ
で
は
、
今
回
の
調
査
で
確
認
し
た
富
盛
家
の
位
牌
に
つ
い
て
、
見
て
み

る
こ
と
に
す
る
。 

 

富
盛
家
の
位
牌
も
一
枚
の
板
の
上
部
に
は
、
蓮
華
文
に
日
輪
を
刻
み
、
そ
の

中
に
大
日
如
来
や
胎
蔵
界
を
表
す
梵
字
（
ア
ー
ク
ン
）
の
輪
郭
が
線
刻
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
下
の
四
角
い
枠
の
中
に
、
四
人
の
戒
名
と
霊
位
が
刻
銘
さ
れ
て
い

る
。
位
牌
は
、
瑞
雲
を
あ
し
ら
っ
た
外
枠
に
は
め
込
ま
れ
、
表
か
ら
釘
の
よ
う

な
も
の
四
本
で
止
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

裏
に
は
表
の
戒
名
に
対
応
す
る
よ
う
に
四
つ
の
札
に
見
立
て
た
枠
が
線
刻
さ

れ
て
い
る
。
「
梅
實
妙
浄
」
の
後
に
あ
た
る
部
分
だ
け
に
、
「
庚
戌
年
三
月
六

日

日
死
去
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
四
人
の
戒
名
を
富
盛
家
の
『
忠
導
氏
系
図
家
譜
支
流
』
で
検
索
し
て
み

る
と
、
前
述
の
と
お
り
「
實
運
快
盛
」
は
狩
俣
筑
登
之
親
雲
上
玄
陳
で
あ
る
。 

 

俗
名
と
号
（
戒
名
）
が
確
認
で
き
た
の
は
、
八
世
狩
俣
筑
登
之
親
雲
上
玄
陳

と
、
そ
の
母
免
加
（
免
嘉
）
の
二
人
だ
け
で
あ
る
。 

 

仲
宗
根
家
の
位
牌
の
記
載
の
在
り
方
を
参
考
に
す
る
と
、
右
か
ら
一
人
目
が

玄
陳
で
、
そ
の
左
が
玄
陳
の
父
玄
易
、
そ
の
次
が
玄
陳
の
母
、
つ
ま
り
玄
易
の

室
免
加
、
最
も
左
が
玄
陳
の
室
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

前
述
し
た
よ
う
に
、
『
忠
導
氏
系
図
家
譜
支
流
』
に
は
、
父
玄
易
と
玄
陳
の

室
の
戒
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
仁
済
真
浄
」
は
父
玄
易
の
戒
名
で
、

「
妙
圓
導
徳
」
は
玄
陳
の
室
の
戒
名
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。 

 

玄
陳
は
一
七
四
七
（
乾
隆
十
二
）
年
六
月
二
十
九
日
に
寿
七
十
一
で
死
去
し
、

妻
の
屋
真
は
（
乾
隆
二
十
五
）
年
八
月
十
四
日
に
寿
八
十
で
死
去
し
て
い
る
。 

 

こ
の
位
牌
の
建
立
年
月
日
は
明
確
で
は
な
い
が
、
屋
真
の
死
去
後
に
ひ
孫
の

玄
当
が
建
立
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 四 
八
世
玄
易
の
宮
古
で
の
室
と
多
良
間
で
の
妻 

 

 

玄
易
の
室
は
、
『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』
17

に
は
名
を
亀
と
い
い
、
益
茂

氏
友
利
屋
国
仲
目
差
昌
広
の
女
で
、
一
六
四
七
（
順
治
四
）
年
九
月
三
日
に
生

甲
戌
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ま
れ
、
一
七
三
〇
（
雍
正
八
）
年
十
月
十
五
日
に
寿
八
十
四
で
卒
し
、
良
珍
と

号
し
た
と
あ
る
。 

 
玄
易
に
は
室
亀
と
の
間
に
、
一
六
六
九
（
康
熙
八
）
年
十
一
月
五
日
生
の
長

女
喜
坐
良
を
筆
頭
に
、
一
六
七
二
（
同
十
一
）
年
三
月
七
日
生
の
次
女
亀
、
一

六
七
四
（
同
十
三
）
年
十
月
二
十
八
日
生
の
嫡
子
山
戸
（
後
に
下
地
親
雲
上
玄

邑

）
、

一
六
七
六
（
同
十
五
）
年
九
月
十
七
日
生
の
三
女
仁
喜
屋
、
さ
ら
に
次

男
の
玄
英
（
平
良
仁
也
、
小
祖
大
原

）
、

三
男
玄
由
（
大
筆
者
、
小
祖
大
白

川

）
、

一
六
八
二
（
同
二
十
一
）
年
十
一
月
五
日
生
の
四
女
免
嘉
が
生
ま
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
四
男
玄
典
（
狩
俣
筑
登
之
、
小
祖
友
知
間

）、

一
六
八
九

（
同
二
十
八
）
年
九
月
七
日
に
狩
俣
村
百
姓
金
筑
女
辺
計
寿
と
の
間
に
で
き
た

五
女
金
免
嘉
、
五
男
玄
年
（
西
里
目
差
、
小
祖
尻
住
屋

）
、

一
六
九
七
（
同
三

十
六
）
年
九
月
三
日
に
多
良
間
島
塩
川
村
百
姓
計
志
筑
女
免
嘉
と
の
間
に
で
き

た
六
女
嘉
那
志
、
六
男
玄
道
（
東
仲
宗
根
与
人
、
小
祖
尻
并
）
の
合
わ
せ
て
一

二
人
の
子
ど
も
が
、
『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

玄
陳
は
一
六
七
七
（
同
十
六
）
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
三
女
仁
喜
屋
の

翌
年
に
生
ま
れ
た
次
男
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
多
良
間
島
で
の
出
生
で
あ
り
、

玄
陳
と
母
免
加
に
つ
い
て
は
、
『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』
に
そ
の
記
載
は
な

い
。 

 

『
浦
渡
氏
系
図
家
譜
正
統
』
（
垣
花
家
）
に
は
、
免
加
（
免
嘉
）
は
忠
導
氏

狩
俣
首
里
大
屋
子
玄
□
が
、
当
島
詰
役
の
時
の
妾
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
18

。 

 

十
世
狩
俣
親
雲
上
玄
賢
が
、
多
良
間
島
塩
川
村
女
に
生
ま
せ
た
男
子
武
佐
は
、

妾
腹
の
子
と
し
て
、
初
め
て
系
図
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
生
年
月
日
や
母
の
名

な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
七
三
七
（
乾
隆
二
）
年
十
一
月
三
日
に

多
良
間
島
塩
川
村
の
向
裔
氏
多
良
間
仁
也
朝
次
の
女
保
那
人
と
の
間
に
生
ま
れ

た
女
子
亀
は
、
塩
川
村
妾
腹
の
子
と
し
て
系
図
に
記
さ
れ
て
い
る
19

。 

 

お
わ
り
に 

 

 

宮
古
島
で
「
系
図
家
譜
」
の
編
集
が
始
ま
っ
た
の
は
、
一
七
二
九
（
雍
正
七
）

年
の
こ
と
で
あ
り
、
『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』
が
編
集
さ
れ
た
の
が
、
一
七

五
七
（
乾
隆
二
十
二
）
年
で
あ
る
。
旅
妻
で
あ
る
免
加
と
落
と
し
胤だ

ね

で
あ
る
玄

陳
は
、
『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

忠
導
氏
仲
宗
根
家
の
位
牌
が
建
立
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
よ
り
も
五
〇
年
余
り

前
の
一
七
一
五
（
康
熙
五
十
四
）
年
で
あ
る
。
こ
れ
に
刻
銘
さ
れ
た
男
性
で
、

氏う
じ

名め
い

や
名
乗
が
記
載
さ
れ
た
者
は
誰
一
人
と
し
て
い
な
い
。
記
載
さ
れ
て
い
る

の
は
、
童
名
と
役
職
名
だ
け
で
あ
る
。
死
去
年
月
日
さ
え
も
な
い
。 

 

ま
た
、
忠
導
氏
富
盛
家
の
位
牌
に
お
い
て
は
、
表
は
戒
名
だ
け
で
、
官
名
や

字
は
な
い
が
、
裏
に
は
免
加
の
死
去
年
月
日
だ
け
が
年
号
で
は
な
く
干
支
で
刻

銘
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
戒
名
と
死
去
年
月
日
の
刻
銘
に
よ
っ
て
、
玄
陳
と
免
加

の
二
人
の
人
物
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
あ
と
二
人
の
人
物
は
、
玄
陳

の
父
玄
易
と
玄
陳
の
妻
屋
真
で
あ
る
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
が
、
富
盛

家
の
『
忠
導
氏
系
図
家
譜
支
流
』
で
は
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

 

玄
易
は
、
宮
古
島
忠
導
氏
仲
宗
根
家
の
大
位
牌
に
は
「
潮
音
慧
海
禅
定
門
」

と
刻
銘
さ
れ
、
多
良
間
島
の
忠
導
氏
富
盛
家
の
位
牌
に
は
「
仁
済
真
浄
」
と
別

戒
名
で
、
二
か
所
の
位
牌
に
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

結
び
に
、
多
良
間
村
字
塩
川
の
忠
導
氏
富
盛
家
に
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
多

良
間
村
文
化
財
保
護
委
員
の
友
利
哲
市
氏
を
は
じ
め
、
同
家
の
位
牌
の
調
査
に

快
く
応
じ
て
い
た
だ
い
た
富
盛
玄
三
氏
、
忠
導
氏
仲
宗
根
家
の
大
位
牌
の
裏
表

の
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
宮
古
島
市
総
合
博
物
館
、
そ
の
位
牌
の
裏
の

銘
文
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
岡
山
大
学
名
誉
教
授
の
上
原
兼
善
先
生
、
神
戸
女

子
大
学
文
学
部
史
学
科
の
知
名
定
寛
教
授
、
同
僚
の
先
生
方
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。 

（
易

）
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註 １ 

金
城
善
「
近
代
沖
縄
に
お
け
る
戸
籍
制
度
の
一
端─

戸
籍
法
の
施
行
か
ら
壬
申
戸
籍
の

改
製
ま
で─

」『
仲
松
弥
秀
先
生
傘
寿
記
念
論
文
集 

神
・
人
・
村─

琉
球
弧
論
叢
』
第

一
書
房 

一
九
九
一
年 

四
四
五
頁 

 
 

金
城
善
「
『
本
琉
球
内
久
米
仲
里
間
切
（
真
謝
村
）
人
数
改
帳
』
に
つ
い
て
」『
久
米
島

自
然
文
化
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
創
刊
号 

二
〇
〇
一
年 

八
〇
（
一
）
頁 

 
 

金
城
善
「
近
世
琉
球
に
お
け
る
戸
籍
制
度
の
一
端─

宗
門
手
札
改
と
『
人
数
改
帳
』
、
そ

し
て
人
別
改
と
『
頭
数
帳
』
に
つ
い
て─

」『
琉
球
・
ア
ジ
ア
の
民
俗
と
歴
史─

比
嘉
政

夫
教
授
退
官
記
念
論
集─
』
榕
樹
書
林 

二
〇
〇
二
年 

四
六
五
頁 

 
 

金
城
善
「
八
重
山
石
垣
間
切
石
垣
村
の
『
頭
数
帳
』─

明
治
六
年
十
二
月
十
四
日
付
け

「
戸
籍
総
計
」
の
概
要
と
翻
刻─
」（
研
究
課
題
番
号
一
三
三
〇
二
〇
〇
一
）
平
成
十
三

年
度
～
平
成
十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）『
研
究
成
果
報
告
書 

沖

縄
に
お
け
る
近
代
法
の
形
成
と
現
代
に
お
け
る
法
的
諸
問
題
』
研
究
代
表
者
田
里
修 

二
〇
〇
五
年 

三
五
一
頁 

 
 

金
城
善
「
近
代
沖
縄
に
お
け
る
戸
籍
法
の
施
行
」『
沖
縄
近
代
法
の
形
成
と
展
開
』
榕
樹

書
林 

二
〇
一
三
年 

三
二
七
頁 

 
 

金
城
善
「
『
本
琉
球
内
久
米
仲
里
間
切
人
数
改
帳
』
の
「
大
文
子
比
嘉
に
や
」
ら
と
そ
の

家
族
」
『
久
米
島
博
物
館
紀
要
』
第
19
号 

二
〇
一
九
年 

六
五
頁 

 
 

金
城
善
「
【
研
究
ノ
ー
ト
】
八
重
山
島
石
垣
間
切
南
風
見
村
の
宗
門
手
札
改
関
連
断
簡
」

『
琉
球
沖
縄
歴
史
』
創
刊
号 

琉
球
沖
縄
歴
史
学
会 

二
〇
一
九
年 

一
（
九
四
）
頁 

２ 

『
多
良
間
村
史 

第
二
巻 

資
料
編
１ 

王
国
時
代
の
紀
録
』
一
九
八
六
年 

多
良
間

村 

四
九
八
頁
・
五
五
四
頁 

３ 

金
城
善
「
地
方
の
位
牌
に
つ
い
て
の
一
考
察─

沖
縄
本
等
南
部
糸
満
市
高
嶺
地
域
の
事

例
か
ら─

」『
島
尻
勝
太
郎
・
嘉
手
納
宗
徳
・
渡
口
眞
清
三
先
生
古
希
記
念
論
集
』
ひ
る

ぎ
社 

一
九
八
六
年 

六
七
一
頁 

 
 

金
城
善
「
地
方
に
お
け
る
位
牌
創
設
の
時
期
に
つ
い
て
」
『
沖
縄
民
俗
研
究
』
第
35
号 

沖
縄
民
俗
学
会 

二
〇
一
八
年 

五
一
頁 

４ 

「
（
11
）
忠
導
氏
系
図
家
譜
支
流
」
前
掲
２ 

一
九
一
頁 

５ 

「
25
、
位
牌
」
『
宮
古
島
市
総
合
博
物
館
図
録 

第
一
集─

旧
家
資
料
篇─

』
二
〇
一

二
年 

一
四
頁 

 
 

「
９
忠
導
氏
仲
宗
根
家
位
牌
」
『
宮
古
島
市
総
合
博
物
館
開
館
30
周
年
記
念
特
別
展
示 

宮
古
の
宝 

三
十
選
展 

図
録
』
二
〇
一
九
年 

一
八
頁 

６ 

「
忠
導
氏
正
統
大
外
間
「
位
牌
」（
元
祖
～
八
世
ま
で
）『
第
46
回 

特
別
企
画
展 

忠

導
氏
仲
宗
根
家
資
料
展
』
二
〇
〇
三
年 

八
頁 

 
 

前
掲
５
『
旧
家
資
料
篇
』
四
五
頁 

７ 

前
掲
５
『
旧
家
資
料
篇
』
四
六
頁 

８ 

前
掲
４ 

一
九
五
頁 

９ 

「
浦
渡
氏
系
図
家
譜
正
統
（
垣
花
家
）
」『
多
良
間
村
史 

第
六
巻 

資
料
編
５ 

多
良

間
の
系
図
並
に
勤
書
・
古
文
書
・
御
嶽
・
古
謡
』
一
九
九
五
年 

多
良
間
村 

一
二
三

頁 

10 

前
掲
４ 

一
九
五
頁 

11 

前
掲
４ 

一
九
五
頁 

12 

前
掲
４ 

一
九
五
頁 

13 

前
掲
９ 

一
二
三
頁
の
系
図
、
一
二
五
頁
の
系
図
説
明 

14 

前
掲
４ 

一
九
一
頁
の
系
図
説
明 

15 

前
掲
４ 

一
九
五
頁 

16 

「
向
裔
氏
系
図
家
譜
支
流
（
下
地
家
）
」
前
掲
２ 

一
五
三
頁 

17 

「
12
、
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
」
『
平
良
市
史 

第
三
巻 

資
料
編 

前
近
代
』
平
良
市
役
所 

一
九
八
一
年 

三
三
七
頁 

18 

前
掲
９ 

一
二
五
頁
の
系
図
説
明 

19 

前
掲
17 

三
三
九
頁
の
系
図
説
明 
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